
 

令和４年９月 26日 

郡市区等医師会 御中 

医

大 阪 府 医 師 会 

        (公印省略) 

  

    With コロナの新たな段階への移行に向けた全数届出の見直しについて 

               
 平素は、本会事業の推進に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 大阪府より、本年９月22日付で厚生労働省事務連絡が改正された旨、通知がありましたので、

情報提供いたします（事務連絡内の下線箇所が追記部分です）。 

 貴会におかれましてはご了知の上、会員医療機関へのご周知をお願い申し上げます。 

 
記 

 ●大阪府通知より引用 

 「新型コロナウイルス感染症の感染急拡大時の外来診療の対応について」(令和4年1月24日付国事

務連絡)に基づいた、同居家族等で有症状である者については、医師の判断により、検査を行わず、

臨床症状のみで診断する、いわゆる「みなし陽性」の発生届の提出について示されておりますが、臨

床症状をもって診断があった者については、届出の有無に関わらず、医療機関からの総数のみの報告

に含めて頂くようお願いします。 

 

●厚生労働省事務連絡に関連して（一部引用） 

（10）公費支援及び請求について（抜粋） 

医療機関を受診した患者及び医療機関を受診せず医師を配置した健康フォローアップセンター等に

登録した者については、感染症法上の措置の対象となることから、これまでと同様の支援を実施する

こととする。また、セルフチェックのみで陽性となり、フォローアップセンター等に登録していない

届出対象外の患者であっても、従来通り、医療機関を受診した場合にコロナ患者と診断されれば

（※）、公費（法に基づく負担金、緊急包括支援交付金）の請求の対象となる。 

※ 必ずしも医療機関で改めて検査が必要であるわけではない。 

公費の請求に当たって、陽性確認を行う際は、届出対象外の患者の陽性確認の方法が必要となるが、

当該者が陽性者であることが確認できる書類等としては、例えば、以下が考えられる。 

＜書類のみから陽性であることが推定可能な書類＞ 

・医療機関等で実施されたＰＣＲ検査や抗原検査の結果がわかる書類 

・コロナ治療薬が記載された処方箋・ 服用説明書 

・ＰＣＲ検査等を実施する検査センターの検査結果 

・健康フォローアップセンター等の受付結果（SMS 等によるものを含む） 

・ 医療機関が記載する簡易な診断様式（※） 

※ 緊急避難措置を先行して実施している都道府県の中には、医療機関が記載する簡易な診断

様式を作成し、当該診断様式を用いて陽性確認を行っている場合 

＜書類のみからでは陽性であることまでは推定できないため、本人からの申し出を補強する形で使

用が想定される書類＞ 

・診療明細書（医学管理料に「二類感染症患者入院診療加算」（外来診療・診療報酬上臨時的取

扱を含む）が記載されたもの） 

・ 診療費請求書兼領収書（コロナ診療に関する記載が確認できるもの） 

 

なお、日本医師会に確認したところ、自宅・宿泊療養者に対する診療報酬上の臨時的取扱いについて

は、現時点で新たな通知は発出されていないとのことです。従いまして、「自宅・宿泊療養者」の取

扱いについては、発生届の有無に関わらず、陽性者登録センターへの登録も含めて対象とされます。 

 



 

  

 ●大阪府問合せ先 

  大阪府健康医療部 保健医療室 感染症対策企画課 電話：06-6944-9156 
  

 ●大阪府通知、リーフレット等掲載先（ホームページ） 

  検索エンジンで「大阪府 令和４年度感染症法関係通知」でもアプローチ可能です。 

  https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/reiwa4nentuti.html 

  
 

 ●大阪府フローチャート 

  https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/youseisyataiou.html 

 

 
  

 

 

 

●新型コロナウイルス感染症に関すること 

 大阪府医師会・地域医療１課（06-6763-7012） 

●診療報酬に関すること 

 大阪府医師会・保険医療課（06-6763-7001） 

https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/reiwa4nentuti.html
https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/youseisyataiou.html

